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内容要晋
［習景｝心蕗擾塞発症に；詩言質異需痘、高車豆、藤原講等の窓君主題子が関与し、その或毘
iこは食習積立どの生活習壌が欝与している会食習墳と心務梗塞の発症については食物喪主支
顛変議査票（FFQ）を謂いた前向きコホート窃究がきちるが、発症重誌のよち詳籍な食習慣に
ついて議査した報告iまないa
｛目的｝自記式食事霊童罰禁（DH<訟を掃いて、急性心鎮護塞（品1I）発痘悪者の食習墳の特
嶺と摺題点を明らかiこすることを官約とした。
i方法］ 2014年5月～2017年7月iこ昭和大学購疑纏環器内科に入践したAMI患者のうち、
D耳金調査に対する罰答が得られた 147名を対象とした会対象者のうち比較対顛群と背景留
子を捕えるために50議未議および女性め患者を韓外した 122名を‘恰立群としたc比較対照
の鍵常群として疾痛を有さず譲薬援の設い 50議以上の鍵常ボランティア男性 25名に対し
て行われた簡易型自記式食事歴賓開票偽記f-typesel丞adminis総reddiet history questiom滋的：
以下BD耳〈訟の調査結果を採用した。品痘の発症前と鍵常人の採盆読の食習積、 A開発症
時と健常人の空襲持の皐譲検査データを比較換言すしたc
［結果］年齢、捧務指数i主翼群爵に差i主主かったc A忌笹群でHDLコレステロール、 i封書ヱ
イコサベンタヱン離が有意に経轄であった。栄養素摂窓量の比較で、はエネルギーおよびヱ
ネルギー産生栄養素〔たんぱく賞、膳費、炭水化物〉に差泣なかったが、カヲウム、カル
シウム、コレステロー／レ摂数量は A. ¥11群で少なかった3 食品群関摂窓量の詑較で法 A五程
群で界類、緑黄老妻子菜、その鎧の野菜、いも類の摂数量が有意に少設し：急分類および任3
多額不飽和籍訪重量が少ない額舟であっ1とc 一方、砂鯖類、菓子類、議籍類；まA民霊童挙が多く
接取していたコ
［結議］ M1I患者iまいも類、野菜類、魚介類の複数量が少なく、その結果カジウムやカル
シウム、 n-3系多倍不能和籍訪畿の接取量が少なかったc またAMI患者で界類およびコレ
スデロール摂取量辻少なく、捗審議や菓子類、諮籍鎮の褒数量iま多かった。この食習穫の
是正がM症の発症および再発予訪のための栄養指導にさヨいて重要である。
